
平成™�年œ月™ 日 木曜日 (号外第˜˜�号)官 報

（
国
家
公
務
員
共
済
組
合
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
十
条

国
家
公
務
員
共
済
組
合
法
施
行
令
（
昭
和
三
十
三
年
政
令
第
二
百
七
号
）の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
一
条
の
五
第
二
号
中
「
及
び
大
臣
政
務
官
」
を
「
、
大
臣
政
務
官
及
び
大
臣
補
佐
官
」
に
改
め
る
。

第
十
三
条
第
一
項
第
一
号
中
「
第
七
条
第
四
項
」
を
「
第
七
条
第
三
項
」
に
改
め
る
。

附
則
第
二
十
三
条
中
「
総
務
省
人
事
・
恩
給
局
長
」
を
「
総
務
大
臣
」
に
改
め
る
。

（
災
害
対
策
基
本
法
施
行
令
及
び
大
規
模
災
害
か
ら
の
復
興
に
関
す
る
法
律
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
十
一
条

次
に
掲
げ
る
政
令
の
規
定
中
「
第
八
条
第
五
項
か
ら
第
七
項
ま
で
」
を
「
第
八
条
第
六
項
か
ら
第
八
項
ま

で
」
に
改
め
る
。

一

災
害
対
策
基
本
法
施
行
令
（
昭
和
三
十
七
年
政
令
第
二
百
八
十
八
号
）
第
十
八
条
第
三
項
第
一
号

二

大
規
模
災
害
か
ら
の
復
興
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
平
成
二
十
五
年
政
令
第
二
百
三
十
七
号
）
第
四
十
二
条
第

三
項
第
一
号

（
地
方
公
務
員
等
共
済
組
合
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
十
二
条

地
方
公
務
員
等
共
済
組
合
法
施
行
令
（
昭
和
三
十
七
年
政
令
第
三
百
五
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に

改
正
す
る
。

第
四
十
二
条
中
第
八
号
を
第
九
号
と
し
、
第
四
号
か
ら
第
七
号
ま
で
を
一
号
ず
つ
繰
り
下
げ
、
第
三
号
の
次
に
次

の
一
号
を
加
え
る
。

四

国
と
民
間
企
業
と
の
間
の
人
事
交
流
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
一
年
法
律
第
二
百
二
十
四
号
）
第
八
条
第
二

項
に
規
定
す
る
交
流
派
遣
職
員

第
四
十
三
条
第
一
項
中
「
前
条
第
八
号
」
を
「
前
条
第
九
号
」
に
改
め
る
。

（
人
事
記
録
の
記
載
事
項
等
に
関
す
る
政
令
の
一
部
改
正
）

第
十
三
条

人
事
記
録
の
記
載
事
項
等
に
関
す
る
政
令
（
昭
和
四
十
一
年
政
令
第
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改

正
す
る
。

第
一
条
中
「
職
員
」
を
「
国
家
公
務
員
」
に
改
め
る
。

第
二
条
第
一
項
第
五
号
及
び
第
二
項
、
第
四
条
、
第
五
条
並
び
に
第
六
条
（
見
出
し
を
含
む
。）中
「
内
閣
府
令
」

を
「
内
閣
官
房
令
」
に
改
め
る
。

（
人
事
統
計
報
告
に
関
す
る
政
令
及
び
特
定
独
立
行
政
法
人
の
役
員
の
退
職
管
理
に
関
す
る
政
令
の
一
部
改
正
）

第
十
四
条

次
に
掲
げ
る
政
令
の
規
定
中
「
内
閣
府
令
」
を
「
内
閣
官
房
令
」
に
改
め
る
。

一

人
事
統
計
報
告
に
関
す
る
政
令
（
昭
和
四
十
一
年
政
令
第
十
二
号
）
第
二
条
第
七
号
及
び
第
三
条
（
見
出
し
を

含
む
。）

二

特
定
独
立
行
政
法
人
の
役
員
の
退
職
管
理
に
関
す
る
政
令
（
平
成
二
十
年
政
令
第
三
百
九
十
号
）
第
二
条
第
四

号
、
第
三
条
第
一
項
第
二
号
及
び
第
三
号
、
第
四
条
、
第
十
条
か
ら
第
十
二
条
ま
で
、
第
十
三
条
第
一
項
、
第
十

五
条
第
一
項
、
第
十
八
条
並
び
に
第
十
九
条
第
二
号

（
行
政
機
関
職
員
定
員
令
の
一
部
改
正
）

第
十
五
条

行
政
機
関
職
員
定
員
令
（
昭
和
四
十
四
年
政
令
第
百
二
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
第
一
項
の
表
内
閣
の
機
関
の
項
中
「
九
二
六
人
」
を
「
一
、
〇
八
三
人
」
に
改
め
、
同
表
内
閣
府
の
項
中

「
一
三
、
七
一
〇
人
」
を
「
一
三
、
六
九
二
人
」
に
改
め
、
同
表
総
務
省
の
項
中
「
五
、
一
六
五
人
」
を
「
五
、
〇

三
六
人
」
に
改
め
、
同
表
合
計
の
項
中
「
二
九
六
、
五
〇
〇
人
」
を
「
二
九
六
、
五
一
〇
人
」
に
改
め
る
。

（
沖
縄
の
復
帰
に
伴
う
国
家
公
務
員
退
職
手
当
法
の
適
用
の
特
別
措
置
等
に
関
す
る
政
令
の
一
部
改
正
）

第
十
六
条

沖
縄
の
復
帰
に
伴
う
国
家
公
務
員
退
職
手
当
法
の
適
用
の
特
別
措
置
等
に
関
す
る
政
令
（
昭
和
四
十
七
年

政
令
第
百
七
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
第
二
項
中
「
総
務
大
臣
」
を
「
内
閣
総
理
大
臣
」
に
改
め
る
。

第
三
条
及
び
第
八
条
（
見
出
し
を
含
む
。）中
「
総
務
省
令
」
を
「
内
閣
官
房
令
」
に
改
め
る
。

（
国
家
公
務
員
等
退
職
手
当
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
の
一
部
改
正
）

第
十
七
条

国
家
公
務
員
等
退
職
手
当
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
（
昭
和
四
十
八
年
政
令
第
百
三
十
四
号
）

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

附
則
第
二
十
項
中
「
第
十
九
条
第
三
項
」
を
「
第
二
十
条
第
三
項
」
に
改
め
る
。

附
則
第
二
十
四
項
中
「
総
務
大
臣
」
を
「
内
閣
総
理
大
臣
」
に
改
め
る
。

（
特
別
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
法
律
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
十
八
条

特
別
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
平
成
二
年
政
令
第
三
百
六
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ

う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
中
「
総
務
省
令
」
を
「
内
閣
官
房
令
」
に
、「
総
務
大
臣
」
を
「
内
閣
総
理
大
臣
」
に
改
め
る
。

（
国
際
機
関
等
に
派
遣
さ
れ
る
防
衛
省
の
職
員
の
処
遇
等
に
関
す
る
法
律
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
十
九
条

国
際
機
関
等
に
派
遣
さ
れ
る
防
衛
省
の
職
員
の
処
遇
等
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
平
成
七
年
政
令
第
四
百

三
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
第
九
号
中
「
第
七
条
第
三
項
」
を
「
第
七
条
第
一
項
」
に
改
め
る
。

（
行
政
機
関
の
保
有
す
る
情
報
の
公
開
に
関
す
る
法
律
施
行
令
及
び
行
政
機
関
の
保
有
す
る
個
人
情
報
の
保
護
に
関

す
る
法
律
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
二
十
条

次
に
掲
げ
る
政
令
の
規
定
中
「
若
し
く
は
内
閣
情
報
官
」
を
「
、
内
閣
情
報
官
若
し
く
は
内
閣
人
事
局
長

若
し
く
は
人
事
政
策
統
括
官
」
に
改
め
る
。

一

行
政
機
関
の
保
有
す
る
情
報
の
公
開
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
平
成
十
二
年
政
令
第
四
十
一
号
）
第
十
五
条
第

一
項

二

行
政
機
関
の
保
有
す
る
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
平
成
十
五
年
政
令
第
五
百
四
十
八
号
）
第

二
十
二
条
第
一
項

（
国
家
公
務
員
倫
理
規
程
の
一
部
改
正
）

第
二
十
一
条

国
家
公
務
員
倫
理
規
程
（
平
成
十
二
年
政
令
第
百
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
第
一
項
第
九
号
中
「
又
は
改
定
に
」
を
「
若
し
く
は
改
定
に
関
す
る
事
務
若
し
く
は
当
該
設
定
若
し
く
は

改
定
に
係
る
同
項
に
規
定
す
る
意
見
を
述
べ
る
こ
と
に
関
す
る
事
務
又
は
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
職
務
の
級
の

定
数
の
設
定
若
し
く
は
改
定
に
」
に
、「
当
該
」
を
「
こ
れ
ら
の
」
に
改
め
、
同
項
第
十
号
中
「
総
務
省
設
置
法
（
平

成
十
一
年
法
律
第
九
十
一
号
）
第
四
条
第
十
一
号
」
を
「
内
閣
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
五
号
）
第
十
二
条
第
二

項
第
十
四
号
」
に
改
め
る
。

第
十
五
条
第
一
項
第
四
号
中「（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
五
号
）」を
削
る
。

（
内
閣
府
本
府
組
織
令
の
一
部
改
正
）

第
二
十
二
条

内
閣
府
本
府
組
織
令
（
平
成
十
二
年
政
令
第
二
百
四
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
中
第
四
十
八
号
を
第
四
十
九
号
と
し
、
第
四
十
七
号
を
第
四
十
八
号
と
し
、
第
四
十
六
号
の
次
に
次
の
一

号
を
加
え
る
。

四
十
七

退
職
手
当
審
査
会
の
庶
務
に
関
す
る
こ
と
。

第
十
四
条
中
第
二
十
二
号
を
第
二
十
三
号
と
し
、
第
二
十
一
号
を
第
二
十
二
号
と
し
、
第
二
十
号
を
第
二
十
一
号

と
し
、
第
十
九
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

二
十

退
職
手
当
審
査
会
の
庶
務
に
関
す
る
こ
と
。

（
総
務
省
組
織
令
の
一
部
改
正
）

第
二
十
三
条

総
務
省
組
織
令
（
平
成
十
二
年
政
令
第
二
百
四
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

目
次
中
「
第
二
目

人
事
・
恩
給
局
（
第
二
十
七
条
e

第
三
十
五
条
）」を
「
第
二
目

削
除
」
に
改
め
る
。

第
二
条
第
一
項
中
「
十
局
」
を
「
九
局
」
に
、「
人
事
・
恩
給
局

行
政
管
理
局

」
を
「
行
政
管
理
局
」
に
改
め
る
。

第
四
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
四
条

削
除

第
五
条
第
二
号
中
「
機
構
、
定
員
及
び
」
を
削
り
、
同
条
中
第
三
号
を
削
り
、
第
四
号
を
第
三
号
と
し
、
第
五
号

を
第
四
号
と
し
、
第
六
号
を
第
五
号
と
し
、
同
条
第
七
号
中
「
独
立
行
政
法
人
通
則
法
」
の
下
に「（
平
成
十
一
年
法

律
第
百
三
号
）」を
加
え
、
同
号
を
同
条
第
六
号
と
し
、
同
条
中
第
八
号
を
第
七
号
と
し
、
第
九
号
を
第
八
号
と
し
、

第
十
号
を
第
九
号
と
し
、
同
条
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

十

政
策
評
価
・
独
立
行
政
法
人
評
価
委
員
会
独
立
行
政
法
人
評
価
分
科
会
の
庶
務
に
関
す
る
こ
と
。
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